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ユビキタスセンサネットワークによる情報収集・解析・制御実験拡充プロジェクト

1 はじめに

コンピュータシステム技術およびネッ トワーク技術

の向上により身の回りのあらゆる所にコンピュータが

遍在し，相互に連携を図りながら大規模な情報処理シ

ステムを実現するユビキタスコンピューテイング社会

を迎えようとしている.ユビキタスコンピューティン

グの一例として，センサネットワークがある.これは

様々な場所に様々な種類のセンサノードを配置してセ

ンサ情報を得るとともに，有線あるいは無線によるネ

ットワークを介してデータの収集・解析 ・制御を行う

情報システムである.このようなユビキタスコンピュ

ーティングを実現するためには，コンピュー夕、ンステ

ム技術，ネットワーク技術，通信技術を基礎とすると

ともに，それらを横断 ・融合した技術が必要となる.

これまで，当学科の学生実験では表1に挙げるテー

マを実施してきた各分野の基礎技術に関して，また

情報 ・電子分野および電子 ・電気分野を横断する専門

基礎技術に関しては十分な実験 ・実習を行ってきた

しかしながら，電気分野における電力設備はほぼコン

ピュータ制御されているといっても過言ではないが，

情報 ・電気分野に跨る専門基礎実験については現在の

所実施していない

そこで，学科の特色のひとつで、ある情報 ・電気 ・電

子分野の相E連携により，各分野の知識を融合してひ
とつのシステムとして実現する実験テーマの立上げを

図る.応用としては電力機器制御を取り上げ情報分野

と電気分野に跨る実験テーマの立上げを目指す これ

により， ユピキタスセンサネッ トワークによる電力機
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器に関する情報収集 ・解析 ・制御技術に関して理解を

深めることができる実験テーマの構築を目指す.

2. 実験環境

本フ。ロジェク 卜を実施するためには，まずユピキタ

スコンピューティングを実現できる環境整備が必要と

なる.特にセンサネットワークを選択した理由として

は， 実験テーマの課題設定に応じて 3 計測 ・解析 ・制

御といった一連の処理過程を設計・実装することがで

き， 当該知識を深めるのに適切であると判断したから

である

センサノードには，マイクロプロセッサを中心とし

てセンサ，センサインタフェースを備えるとともに，

センスしたデータを転送するための通信装置を備えて

し、る必要がある.これには，米国テキサスインスツノレ

メンツ (TI)社製の超低消費電力プロセッサ開発キッ

ト (EZ430官F2500-SEH) を使用する.この実験ボ

ードには超低消費電力フ。ロセッサおよび無線による通

信装置が搭載されており， しかも太陽電池で動作する

としづ特徴がある.電源を供給し難い場所においても

太陽光のみでセンサノードとして利用できることから，

設置場所にとらわれずに柔軟なセンサネッ トワークを

実現できる.

実験テーマとしては，情報 ・電気 ・電子分野におい

で情報 ・電子分野と電気分野の中でも特に電力システ

ム工学との融合を図り，電気エネノレギーの効率的運用

を制御するというシステムを取り上げる.これは，電

気をエネノレギーとする様々な機器に取り付けられたセ

ンサから種々の情報を取り出し，その情報を解析して

表 1 情報電気電子工学科の学生実験テーマ

情報電気電子工学実験第一 (2年) 情報電気電子工学実験第二 (3年)

計測基礎A オームの法則 共通テーマ

計測基礎B オシロスコーフ。測定法 1 ハードウエア記述言語による回路設計

電気1 RLC素子測定 2 デ?ィジタル信号処理の基礎と応用

電子1 半導体素子測定 電気 ・電子 ・通信系テーマ

電子2 電子回路設計製作 3A 通信伝送

情報1 論理素子の基本特性と応用回路設計 4A 物性技術

情報2 マイクロプロセッサの動作原理 5A 電力機器

電子レポート LaTeXによる文書 ・グラフ作成 情報 ・制御系テーマ

作成 ~レポート作成実習 3B 組込みシステムを用いた計測と制御

4B オブジェク卜指向プログラミング

5B ソフトウェア技術(選択テーマ)
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